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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

未来に対する不安、時代の混乱はいつの時代にもある。幾たびも乗り越えてきて

今があることを、一人一人が希望を忘れずに地道に努力していくことの大切さを

舞台芸術の活動を通して、今の若者に伝え、希望へとつながることを目的とする。 

具体的に、ブラジル日系人を取り上げ、苦難の末に自然との共生農法を見出し、

アマゾンの再生、ひいては、地球環境への提言を、舞台を通すことにより、より

心に訴えることができた。 

（２）実施内容 

 生命（いのち）のコンサート 

 音楽劇「アマゾン川に陽が昇る」 
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ブラジル日系人が移民の過酷な状況からアグロフォレストリーという自然との共生農法で

アマゾンが蘇っていくことを、日本の商社マンの目を通して伝え、国際会議を織り込みなが

ら地球環境への提言をし、未来の地球への思いを一つにした。 

 

２ 予想される事業実施効果 

  まず昔、日本が貧しかった頃、明治時代、昭和の時代に、満州や、ブラジルに移民した

日本人がいたことを歴史として認識したとおもう。そのなかから世界に飛躍する日本人も出

たし、そこで生命を失った人たちもいる。いつの時代にも運の良い人と悪い人は別れる。し

かし努力をして実ることも多い。日本が経済大国として世界に名乗り出た時、またその後の

バブル崩壊という暗黒の時代に生きた人たちも、それでも希望をもって夢に向かって進む。

そのことを舞台芸術を通し伝えた。アンケートにもあるが、教科書で読んだことが、実際に

展開されることによって、実感としてとらえられた。大事なものは身の回りにあると知った、

ということが広がってくれると思っている。 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 
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８月２日サントリー 

 

10 月 11 日 新宿文化センター 

ちらし  ポスター 



（別紙５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： ＮＰＯ法人国際連合活動支援クラシックライブ協会 

        （コクサイレンゴウカツドウシエンクラシックライブキョウカイ） 

住  所：  160-0022 

東京都新宿区新宿5丁目7番地14号 202号室 

代表者名 ： 理事長 小池 雅代（コイケ マサヨ） 

担 当 部 署： 総務（ソウム） 

担 当 者 名： 事務局 岩崎 えり子（イワサキ エリコ） 

電 話 番 号： 03-5775-3737 

F A X： 03-3226-1510 

E - m a i l： people＠classiclive-un.org    

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.classiclive-un.org 
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